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保育園看護職研修会の研修内容と研修後

の実践・意識の変化との関連

一研修の受講者へのアンケート調査よリー
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【目的】

研修に参加したことで意識や園内での取組みにどのような

変化をもたらしたかを明らかにし，研修内容との関連から，

専門職としてスキルを高め，より実践につなげられるような

研修のあり方について検討する．
【方法】

平成25年，26年に各2回，A県内の保育園で働く看護職を

対象とし研修会を開催したところ，研修への参加者は25年

度が延べ85名，26年度が延べ77名であった．年度内に一度

でも研修に参加した方に対し，各年度末にそれぞれ55名を

対象に調査用紙を郵送した．調査内容は研修後の意識の変

化や実践した活動などであり，選択あるいは自由記述で回

答を求めた．個人が特定されない形で公表する旨を記載し

た文書を添付したうえで参加者の投函を持って同意とみな
した．

【結果および考察】

回収数（回収率）は2回とも33部（60．0％）であった，研修

受講後の自身の思いや行動の変化については，「研修の必要

性への思いが高まった」は25年：69．7％，26年：75．8％であ

り，実際に他の研修などへ参加するようになったのは25

年：6．1％，26年：18．2％であった．研修後に「研修資料を

復習した」のが25年：57．6％，26年：72．7％，「専門書等で

もさらに学習した」のは25年：36．4％，26年：24．2％であっ

た．「子どもや家族の捉え方について変化した」は25年：

39．4％，26年：45．5％で，具体的には「こちらからアプロー

チするようになった」「悩みを一緒に考えるようになった」

など家族の気持ちを理解しようとする行動や「自信が持て

て対応が変わった」など自分の看護への自信が行動の変化

につながったことが挙げられた．研修内容別のその後の実

践については『発達障害』では「理解できたことで対応を

変えられた」という意見の一方，「0歳児担当なので」や

「保育士が主体なので」など修得した知識をうまく活用でき

ない現状を訴えるものがあった．またr成長発達・育児支援

のポイント』でも「自分の意見を押し付けすぎないように

なった」などの意見の一方，「親と関わるのは保育士なの

で」など職場でのポジションや他職種との連携に困難を感

じているものもあった．しかし『アレルギー』では組織や

仕組みの改革から個別への対応まで様々な実践が多くあり，

看護職として命に直結する内容については専門性を感じや

すく即実践につなげることができていたと考えられた．こ

のことからテーマによっては活動へのつなげ方を具体的に

示唆，共有することも必要と考えられた．

【目的】

　病児保育が子育て支援の一端を担っているといわれてい
るが、具体的な支援の内容に関する研究は少ないのが現状
である。そこで、病児および病後児保育施設における看護
職・保育職が行う保育中の子どもへのかかわりと、送迎時
の親へのかかわりについて明らかにするために本研究を
行った。

【方法】

質的帰納的研究法
研究参加者：首都圏・関西圏を中心とする病児あるいは病後
児保育施設（6施設）に勤務する看護職・保育職（以下、保
育者）15名

データ収集：保育者のかかわりを主としたインタビューガ
イドを用いて、施設ごとの半構成的なグループインター
ビューを行った
データ分析：逐語録を作成し、データ間の共通点や相違点を

踏まえて質的帰納的に分析、研究者間の協議により妥当性
を確保した

倫理的配慮：研究代表者所属機関の研究倫理委員会の承認
を得て実施した
【結果・考察】

　保育者は、子どもと親に次のようにかかわっていた。
1．単発や短期の利用が主で、子どものベースは「いつも
の」保育園にあるので、気になることがあっても言いにく
い

2．保育中の様子を伝えたり、ねぎらったりすることで、親
の方から普段の様子や気になることが話せるようにきっか
けにする
3．伝えたいことは、さりげないアドバイスの形で伝え、「指

導」にならないように工夫する
4．継続した援助が難しいので、「無責任な」かかわりはし
ないが、たまの利用だからこそわかることもあり、「親戚の
おばちゃん的な存在」として伝える

5．病気の子どもを預ける親にも「覚悟が必要」になるの
で、安心して託せる場として認知してもらえるようにする

　保育者は、親との関係作りに困難を感じながらも親が安
心して預けられるようなかかわりをしていた。さらに、次
のように、子どもにとっても安心できる場の提供を意識し
て保育していた。

6．普段の様子はよくわからないが、様々な症状を呈した幅
広い年齢の子どもを看ることで、個々の子どもの特徴を把
握している

7．子どもの病状と気持ちの安定を最優先し、「その一日を
楽しめる」ようにかかわり、次も「嫌がらずに来てもらえ
る」ようにしている

　子どもの特徴を把握し、子どもが安心して楽しく過ごせ
るようにすることは、親の安心にも繋がっていたが、預か
り中の子どもの様子を伝えることやアドバイスがその後活
かされたかどうかは確認できておらず、病児保育の今後の
課題である。

＊JSPS科研費26463418の助成を受けた研究の一部である

般
演
題
・
ポ
ス
タ
ー

6
月
2
5
日
土

The　63rd　Annual　Meeting　of　the」apanese　Society　of　Child　Health　191

Presented by Medical*Online




